
 

議 案 第 ２ ４ 号  

 

 

 

令 和 ７ 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算（ 教 育 委 員

会 所 管 分 ） に つ い て  

 

 

 

 

 

 

（ 教 育 総 務 課 ）  

 

（非公開）



 

議 案 第 ２ ５ 号  

 

 

 

川 越 市 公 民 館 設 置 条 例 及 び 川 越 市 公 民

館 使 用 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 定

め る こ と に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

（ 中 央 公 民 館 ）  

 

（非公開）



 

 

議案第２６号 

 

 

 

川越市山王塚古墳整備検討委員会委員を委

嘱することについて 

 

 

 

 

 

 

（文化財保護課） 

 
  

（非公開）



 

 

議案第２７号  

 

 

 

川 越 市 立 学 校 給食 セ ンタ ー 運営 委 員 会

委員を委嘱することについて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校給食課）  
 

（非公開）



 

議案第２８号  

 

 

 

令 和 ８ 年度 使 用 川 越 市 立特 別支 援 学 校

用教科用図書を採択することについて  

 

 

 

 

 

 

 

（教育センター）  
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１  提 案 趣 旨  

  川 越 市 立 特 別 支 援 学 校 の 教 科 用 図 書 の 採 択 に つ い て

は 、 川 越 市 立 特 別 支 援 学 校 管 理 規 則 第 ６ 条 第 ２ 項 に お

い て 、 川 越 市 立 高 等 学 校 通 則 第 ９ 条 の 規 定 を 準 用 す る

と さ れ て お り ま す 。                       

こ の 規 定 を 受 け て 、 令 和 ８ 年 度 の 新 １ 年 生 １ ６ 名 に

係 る 教 科 用 図 書 に つ い て 、 学 校 教 育 法 附 則 第 九 条 の 規

定 に 基 づ き 、 同 校 校 長 か ら 、 別 紙 の と お り 選 定 し た 旨

の 報 告 が な さ れ て お り ま す の で 、 教 育 委 員 会 の 採 択 を

お 願 い し よ う と す る も の で す 。  

 

２  学 校 に お け る 選 定 経 過  

  川 越 市 立 特 別 支 援 学 校 で は 、 教 科 書 展 示 会 で 参 考 と

な る 図 書 を 実 際 に 閲 覧 し 、 本 校 の 教 育 課 程 を 踏 ま え 、

「 ひ と り だ ち す る 生 徒 」 を 目 指 し 、 授 業 で 使 用 す る に

あ た り 、 視 覚 的 な 情 報 や 学 習 量 が 適 切 で 、 生 徒 の 実 態

に 合 っ た も の を 学 校 教 科 書 調 査 研 究 委 員 会 で 十 分 調 査

し た 結 果 、 最 終 的 に 校 長 が 選 定 を 行 い ま し た 。  

   

 

３  採 択 後 の 対 応  

  採 択 結 果 を 県 教 育 委 員 会 に 報 告 い た し ま す 。  



学年

種目名
発行者コード
又は発行者名

図書コード
又は図書名

生徒数
発行者コード
又は発行者名

図書コード
又は図書名

生徒数
発行者コード
又は発行者名

図書コード
又は図書名

生徒数

国語
22-3

日本教育研究所

A01
ひとりだちするため

の国語
16

算数・数学
22-3

日本教育研究所

A02
ひとりだちするため

の算数・数学
16

自立活動
14-3

 全国手をつなぐ育成会

506
ひとりだち

（2021改訂版）
16

令和８年度使用高等部教科用図書選定一覧表（附則９条図書）

学校名（川越市立特別支援学校）　　

1年 2年 3年
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　特別支援学校教科用図書選定に係る調査研究報告書（附則９条図書）

№ 学年
学習グループ
下学年・下学
部使用

発　　行　者　コ　ー　ド
図　 書　　コ　　ー　　ド
図　　　　　書　 　　　名

1 1 全学年

22-3
日本教育研究所
A01
ひとりだちするための国語

2 1 全学年

22-3
日本教育研究所
A02
ひとりだちするための算数・数学

3 1 全学年

14-3
全国手をつなぐ育成会
506
ひとりだち（2021年改訂版）

備考　１　発行者名等については、令和8年度使用一般図書一覧を参照してください。

２　教科用図書の選定に係る理由は、「一般図書選定のための参考資料」を参考にしてください。

教科用図書の選定に係る理由

３年間の使用計画が立てやすく、授業に役に
立つ本である。単元ごとに書き込みができる箇
所があり、活用しやすい。聞く、話す、読む、書
くを横断的に学び、コミュニケーションの基礎を
学ぶことができる。会話や読書、作文など興味
が持てる内容である。

計量や時間、お金など実生活の場面に即した
題材が多く取り入れられ、３年間の計画も立て
やすい内容である。電車に乗る、買い物をす
る、時間を守るなど家族や地域の方の支援が
ありながらも、学校を卒業した後はひとりで生
活していけるようになることを目指した本であ
る。

生徒の実態に合った語彙や絵で表現されてい
るので、理解されやすくも親近感を持つことが
できる内容や装幀になっている。近い将来の自
立生活を目指し、より豊かな生活を送るために
必要な衣・食・住に関する学習内容が、系統的
に記載されている。授業以外にも日常的に使
用でいる。

学校・学部名 川越市立特別支援学校・高等部

障害種別 知的障害

教科名 国語、算数・数学、自立活動
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議案第２９号  

 

 

 

令 和 ８ 年 度 使 用 川 越 市 立 高 等学 校 用 教

科用図書を採択することについて  

 

 

 

 

 

 

 

（学校管理課）  
 

 

 



1 

１ 提案趣旨 

高等学校の教科書の採択については、平成３年３月の文部省初等中等教育局

「教科書採択事務取扱要領」により、採択権者が年度ごと、高等学校ごとに採

択教科書を決定します。川越市立川越高等学校に関しては教育委員会が採択の

権限を有しています。本市においても川越市立高等学校通則第９条にその趣旨

が規定されています。令和８年度使用川越市立川越高等学校用教科書について、

普通科、情報処理科及び国際経済科の当該生徒８３６人を対象とする１２教科、

地図帳を含めた５６種類の教科書が別紙のとおり選定され、同校校長から申請

がなされていますので採択をしようとするものです。 

 

２ 学校における選定経過 

川越市立川越高等学校では、出版社から納付された教科書見本に基づき、各

学科の教育課程や生徒の実態を踏まえ、単元構成・内容・分量の適切さ、教材

や資料の創意工夫、生徒の使いやすさ等の観点から教科ごとに検討委員会で十

分調査した結果、最終的に校長が選定を行います。 

令和８年度に教科書を新規に採択するものは、新１年生で使用する全ての教

科書と新２年生で使用する一部の必修科目、選択科目の教科書、新３年生で使

用する一部の選択科目の教科書で、１１教科２３種類の教科書となります。 

 

３ 採択後の対応 

採択結果を県教育委員会に報告することになります。 
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※ 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 

※ 
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教科書発行者一覧 

 



 

報告事項 (1)  

 

 

 

川 越 市 立川 越 高 等 学 校 にお ける 教 員 人

事応募の募集校の決定について  

 

 

 

 

 

 

 

（学校管理課）  
 

 

 



1 

 

１ 教員人事応募制度の目的 

川越市立高等学校長が当該学校の「目指す学校像」、「重点目標」等を公開して教員を

募集し、応募した教員の中から必要とする人材を確保するとともに、人事交流を推進し、特

色ある学校づくりと教職員組織の充実と活性化を図る。 

 

２ 「学校自己評価システムシート」、「教員人事応募シート」の公開 

    「目指す学校像」の実現、「重点目標」の達成に向けた課題を解決するための具体的な方

策を記した「学校自己評価システムシート」と、応募教員への期待を記した「教員人事応募

シート」をホームページで公開し、学校の課題に積極的に挑戦しようとする教員の意欲を最

大限に活かすとともに、市民に情報の提供を行い、学校改善に資することを期する。 

 

３ 募集する教科 

募集する教科は、次年度に補充可能な枠がある教科とする。 

 

４ 応募できる教員 

次の( 1) ～( 3 ) のいずれも満たす高等学校登載者が応募できる。 

（1） 埼玉県内の県立学校又は市立の高等学校・特別支援学校に現在勤務する者。ただし、

管理職候補者名簿登載者は除く。  

（2 ） 現任校における年度末在職年数が５年以上の者。  

（3 ） 採用後２校目以降の学校に勤務する者。 

 

５ 実施スケジュール 

令和７年９月上旬 県立学校等の教員への周知 

９月２６日まで 所属長は所定書類を募集校の校長へ提出 

１０月上旬から中旬 第一次選考 

１０月中旬 第二次選考（面接） 

１０月１７日まで 配置希望者を市・県教委に具申 

令和８年４月１日 人事異動 

 

６ 市立川越高等学校の令和８年度当初募集人数 

理科（生物） １名  理科（物理） １名  英語科 ２名 

家庭科 １名  商業科 ２名  のうち２名 

川越市マスコットキャラクター ときも 



2 

川越市立川越高等学校における教員人事応募の募集校の 

決定について 
 

川越市立川越高等学校における教員人事応募制度について、以下のとおり進

めています。 

 

１ これまでの経過と第６回教育委員会以降の予定について 

（１）令和７年７月上旬、埼玉県教育委員会より、埼玉県立高等学校等教員人事

応募制度についての通知を受け、川越市立川越高等学校教員人事応募制度に

ついて実施要領及び実施要領細目を定め、市立川越高等学校長に送付。 

 

（２）令和７年７月下旬、市立川越高等学校長から、教員人事応募制度の申請を

受け、川越市立川越高等学校を令和８年度当初人事における川越市立高等学

校教員人事応募の募集校と決定し、県教育委員会に報告。 

 

（３）令和７年８月２１日、教育委員会定例会にて、川越市立高等学校教員人事

応募の募集校の決定を報告。 

 

（４）令和７年９月上旬、募集校を県教育委員会と連携して、県立学校及び、市

立高等学校・特別支援学校の教員へ周知。応募者がいた場合、１０月上旬か

ら中旬頃、第一次選考（書類審査）、第二次選考（面接）を実施し、配置希望

者を決定し、川越市教育委員会及び県教育委員会へ具申。 

 

（５）令和８年４月１日人事異動。 

 

２ 人事応募制度における状況 

年度 H17 H22 H23 H25 H27 H29 R4 R5 R6 R7 

応募者 9名 2 名 2 名 5 名 4 名 1名 4 名 4 名 1 名 5 名 

配置 

希望者 

3名 2 名 1 名 2 名 2 名 1 名 2名 2 名 1 名 2 名 

理科 1 

保体 1 

英語 1 

地歴 1 

理科 1 

国語 1 保体 1 

英語 1 

美術 1 

商業 1 

商業 1 保体 1 

商業 1 

数学 1 

保体 1 

地歴 1 家庭 1 

商業 1 

 

３ 今年度の人事応募制度における実績 

  教務主任、生徒指導部長、進路指導主事、教科主任等で活躍。 



 

報告事項⑵  

 

 

 

川越市立南古谷中学校 大 規模改造（外

部）工事請負契約ほか４件について  

 

 

 

 

 

 

 

（教育財務課）  
 



工 事 請 負 契 約 の 内 容 

 

 

１ 契 約 の 目 的  川越市立南古谷中学校大規模改造（外部）工事 

 

２ 契 約 の 方 法  一般競争入札 

 

３ 契 約 の 金 額  金８５，０７８，８４０円 

 

４ 契 約 の 相 手 方  ふじみ野市大原１丁目５番地３  

  株式会社中原工業 

 代表取締役 中原 郁夫 

 

５ 工 期  令和７年７月１５日から令和８年２月２７日まで 

 

６ 契約締結年月日  令和７年７月１５日 

 

７ 資 料  別紙のとおり 

1



工 事 概 要 

 

１ 工 事 名  川越市立南古谷中学校大規模改造（外部）工事 

 

２ 工 事 場 所  川越市大字久下戸３７２１番地 

３ 工 事 内 容  ⑴ 建築工事 一式 

 ⑵ 電気設備工事 一式 

            

４ 工 期  令和７年７月１５日から令和８年２月２７日まで 
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入　　札　　結　　果　　表 業種：建築工事業　格付：A

1 工 事 名

2 工 事 場 所

3 落札 者決定 日

4 工 期

入　　　　　　札　　　　　　額 （単位千円）
第 ２ 回 目 第 ３ 回 目 摘　　　要

1

2 　 落　札

契約の金額 85,078,840円 （消費税及び地方消費税を含む。）

設 計 金 額 92,477,000円

予 定 価 格 92,477,000円 　 消費税及び地方消費税を含む。

最低 制限価 格 85,078,400円

付

記 １業者による一般競争入札の結果落札

業種：建築工事業　格付：A

協和建設工事株式会社 辞　退

株式会社中原工業 77,344.4

№ 業　　　者　　　名
第 １ 回 目

川越市立南古谷中学校大規模改造（外部）工事

川越市大字久下戸３７２１番地

令和７年７月８日

令和７年７月１５日から令和８年２月２７日まで

3



案　内　図

南古谷市民センター

川越北消防署
南古谷分署

県
道

川
越

新
座

線

県
道
今
福
木
野
目
線

工事場所

川越市大字久下戸３７２１番地

南古谷中学校
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Ｎ

配　置　図 Ｓ＝１：１，５００

プール

柔剣道場

体育館
技術科棟

5,300

凡　例

本工事範囲

5
,
0
0
0

8
,
3
0
0

南古谷中学校

5

管理・普通・特別教室棟 普通・特別教室棟



工 事 請 負 契 約 の 内 容 

 

 

１ 契 約 の 目 的  川越市立上戸小学校ほか１校体育館電気設備改修工

事 

 

２ 契 約 の 方 法  一般競争入札 

 

３ 契 約 の 金 額  金３０，０９６，０００円 

 

４ 契 約 の 相 手 方  川越市脇田町２８番地１  

  渋谷電通工業株式会社 

 代表取締役 渋谷 恒雄 

 

５ 工 期  令和７年７月１５日から令和８年３月９日まで 

 

６ 契約締結年月日  令和７年７月１５日 

 

７ 資 料  別紙のとおり 
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工 事 概 要 

 

１ 工 事 名  川越市立上戸小学校ほか１校体育館電気設備改修工

事 

 

２ 工 事 場 所  川越市大字上戸３９０番地１ほか１箇所 

３ 工 事 内 容  川越市立上戸小学校 

 電気設備工事 一式 

 

           川越市立広谷小学校 

 電気設備工事 一式 

 

４ 工 期  令和７年７月１５日から令和８年３月９日まで 
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入　　札　　結　　果　　表 業種：電気工事業　格付：A

1 工 事 名

2 工 事 場 所

3 落札 者決 定日

4 工 期

入　　　　　　札　　　　　　額 （単位千円）
第 ２ 回 目 第 ３ 回 目 摘　　　要

1

2 　

3 落　札

4

5

6

7

契約の金額 30,096,000円 （消費税及び地方消費税を含む。）

　株式会社大庭電気商会、渋谷電通工業株式会社、株式会社電成社、飯島電器工事株

式会社、株式会社共和エレック及び株式会社明電社の入札額が同額であったため、落

札候補者を電子くじにより決定

設 計 金 額 32,714,000円

予 定 価 格 32,714,000円 　 消費税及び地方消費税を含む。

最低 制限 価格 30,096,000円

川越市立上戸小学校ほか１校体育館電気設備改修工事

川越市大字上戸３９０番地１ほか１箇所

令和７年７月８日

令和７年７月１５日から令和８年３月９日まで

27,360

№ 業　　　者　　　名
第 １ 回 目

27,360

付

記

６業者による一般競争入札の結果落札

業種：電気工事業　格付：A

株式会社電成社 27,360

飯島電器工事株式会社 27,360

株式会社共和エレック 27,360

株式会社おぎでん 辞　退

株式会社大庭電気商会 27,360

渋谷電通工業株式会社

株式会社明電社

8



案　内　図

川
越
橋

上戸小学校

工事場所

川越市大字上戸３９０番地１
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間
川

河越館跡史跡公園
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凡 例

Ｓ＝１：１,２００

上戸小学校配 置 図

本工事範囲

Ｎ

普通教室棟

配　置　図 Ｓ＝１：１，２００
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案　内　図

大谷川

広谷小学校

工事場所

川越市大字下広谷５５８番地１
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川
下
水
路
支
線
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Ｎ

凡 例
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Ｓ＝１：１,０００
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工 事 請 負 契 約 の 内 容 

 

 

１ 契 約 の 目 的  川越市立霞ケ関南小学校ほか１校体育館空調設備等

整備工事 

 

２ 契 約 の 方 法  一般競争入札 

 

３ 契 約 の 金 額  金１０６，８６７，２００円 

 

４ 契 約 の 相 手 方  川越市脇田新町２５番地１  

  株式会社大庭電気商会 

 代表取締役 大庭 正巳 

 

５ 工 期  令和７年７月２２日から令和８年３月９日まで 

 

６ 契約締結年月日  令和７年７月２２日 

 

７ 資 料  別紙のとおり 
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工 事 概 要 

 

１ 工 事 名  川越市立霞ケ関南小学校ほか１校体育館空調設備等

整備工事 

 

２ 工 事 場 所  川越市かすみ野１丁目１番地４ほか１箇所 

３ 工 事 内 容  川越市立霞ケ関南小学校 

⑴ 機械設備工事 一式 

 ⑵ 電気設備工事 一式 

 

           川越市立霞ケ関西小学校 

⑴ 機械設備工事 一式 

 ⑵ 電気設備工事 一式 

 

４ 工 期  令和７年７月２２日から令和８年３月９日まで 
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入　　札　　結　　果　　表 業種：管工事業　格付：A

1 工 事 名

2 工 事 場 所

3 落札 者決定 日

4 工 期

入　　　　　　札　　　　　　額 （単位千円）
第 ２ 回 目 第 ３ 回 目 摘　　　要

1

2 　

3

4

5

6 落　札

7

8

9

契約の金額 106,867,200円 （消費税及び地方消費税を含む。）

　株式会社大庭電気商会、川越設備株式会社及び株式会社三希設備の入札額が同額で

あったため、落札候補者を電子くじにより決定

設 計 金 額 116,160,000円

予 定 価 格 116,160,000円 　 消費税及び地方消費税を含む。

最低 制限価 格 106,867,200円

№ 業　　　者　　　名
第 １ 回 目

辞　退

川越市立霞ケ関南小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

川越市かすみ野１丁目１番地４ほか１箇所

令和７年７月１５日

令和７年７月２２日から令和８年３月９日まで

川越設備株式会社 97,152

株式会社三希設備 97,152

日開設備工業株式会社 105,600

業種：管工事業　格付：A

株式会社ファーストプロジェクト 辞　退

新田工業株式会社 辞　退

株式会社大庭電気商会 97,152

米川興業株式会社 辞　退

昭和工業株式会社 辞　退

株式会社牛村水道工業

付

記

４業者による一般競争入札の結果落札
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案　内　図 霞ケ関南小学校

工事場所

川越市かすみ野１丁目１番地４

霞ケ関
第二保育園
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凡 例

Ｓ＝１：１,2００

霞ケ関南小学校配 置 図

本工事範囲

Ｎ
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案　内　図

工事場所

川越市大字笠幡３９７１番地４

霞ケ関西小学校

小
畔
川

川越市
職業センター

県道川越日高線

川越線
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Ｎ
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凡 例
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工 事 請 負 契 約 の 内 容 

 

 

１ 契 約 の 目 的  川越市立中央小学校ほか１校体育館空調設備等整備

工事 

 

２ 契 約 の 方 法  一般競争入札 

 

３ 契 約 の 金 額  金９９，２２６，６００円 

 

４ 契 約 の 相 手 方  川越市大字上老袋４９５番地２  

  川越設備株式会社 

 代表取締役 関根 州一 

 

５ 工 期  令和７年７月２２日から令和８年３月９日まで 

 

６ 契約締結年月日  令和７年７月２２日 

 

７ 資 料  別紙のとおり 
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工 事 概 要 

 

１ 工 事 名  川越市立中央小学校ほか１校体育館空調設備等整備

工事 

 

２ 工 事 場 所  川越市中原町１丁目２５番地ほか１箇所 

３ 工 事 内 容  川越市立中央小学校 

⑴ 機械設備工事 一式 

 ⑵ 電気設備工事 一式 

 

           川越市立泉小学校 

⑴ 機械設備工事 一式 

 ⑵ 電気設備工事 一式 

 

４ 工 期  令和７年７月２２日から令和８年３月９日まで 
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入　　札　　結　　果　　表 業種：管工事業　格付：A

1 工 事 名

2 工 事 場 所

3 落札 者決定 日

4 工 期

入　　　　　　札　　　　　　額 （単位千円）
第 ２ 回 目 第 ３ 回 目 摘　　　要

1

2 　

3

4

5

6

7

8

9 落　札

10

契約の金額 99,226,600円 （消費税及び地方消費税を含む。）

⑴　株式会社大庭電気商会は、川越市立霞ケ関南小学校ほか１校体育館空調設備等整

　備工事請負契約に係る落札候補者となったため無効

⑵　川越設備株式会社及び株式会社三希設備の入札額が同額であったため、落札候補

　者を電子くじにより決定

設 計 金 額 107,855,000円

予 定 価 格 107,855,000円 　 消費税及び地方消費税を含む。

最低 制限価 格 99,226,600円

川越市立中央小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

川越市中原町１丁目２５番地ほか１箇所

令和７年７月１５日

令和７年７月２２日から令和８年３月９日まで

川越設備株式会社 90,206

№ 業　　　者　　　名
第 １ 回 目

辞　退株式会社牛村水道工業

有限会社ユーコー 辞　退

株式会社大庭電気商会 無　効

付

記

３業者による一般競争入札の結果落札

業種：管工事業　格付：A

株式会社三希設備 90,206

日開設備工業株式会社 辞　退

株式会社ファーストプロジェクト 辞　退

新田工業株式会社 辞　退

米川興業株式会社 辞　退

昭和工業株式会社 辞　退
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案　内　図

県立川越女子高等学校

中央小学校
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越
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県道川越日高線

本川越駅
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凡 例
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案　内　図 泉小学校

工事場所
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越
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工 事 請 負 契 約 の 内 容 

 

 

１ 契 約 の 目 的  川越市立南古谷小学校ほか１校体育館空調設備等整

備工事 

 

２ 契 約 の 方 法  一般競争入札 

 

３ 契 約 の 金 額  金９７，５５６，８００円 

 

４ 契 約 の 相 手 方  川越市中台元町１丁目５番地１５  

  株式会社三希設備 

 代表取締役 酒寄 幹弘 

 

５ 工 期  令和７年７月２２日から令和８年３月９日まで 

 

６ 契約締結年月日  令和７年７月２２日 

 

７ 資 料  別紙のとおり 
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工 事 概 要 

 

１ 工 事 名  川越市立南古谷小学校ほか１校体育館空調設備等整

備工事 

 

２ 工 事 場 所  川越市大字木野目１４５１番地ほか１箇所 

３ 工 事 内 容  川越市立南古谷小学校 

⑴ 機械設備工事 一式 

 ⑵ 電気設備工事 一式 

 

           川越市立高階西小学校 

⑴ 機械設備工事 一式 

 ⑵ 電気設備工事 一式 

 

４ 工 期  令和７年７月２２日から令和８年３月９日まで 
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入　　札　　結　　果　　表 業種：管工事業　格付：A

1 工 事 名

2 工 事 場 所

3 落札 者決定 日

4 工 期

入　　　　　　札　　　　　　額 （単位千円）
第 ２ 回 目 第 ３ 回 目 摘　　　要

1

2 　

3

4

5

6

7

8

9 落　札

10

契約の金額 97,556,800円 （消費税及び地方消費税を含む。）

⑴　株式会社大庭電気商会は、川越市立霞ケ関南小学校ほか１校体育館空調設備等整

　備工事請負契約に係る落札候補者となったため無効

⑵　川越設備株式会社は、川越市立中央小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事請

　負契約に係る落札候補者となったため無効

設 計 金 額 106,040,000円

予 定 価 格 106,040,000円 　 消費税及び地方消費税を含む。

最低 制限価 格 97,556,800円

付

記

４業者による一般競争入札の結果落札

業種：管工事業　格付：A

有限会社ユーコー 96,400

日開設備工業株式会社 辞　退

株式会社ファーストプロジェクト 辞　退

新田工業株式会社 辞　退

米川興業株式会社 辞　退

昭和工業株式会社 辞　退

株式会社牛村水道工業

株式会社大庭電気商会 無　効

川越設備株式会社 無　効

株式会社三希設備 88,688

№ 業　　　者　　　名
第 １ 回 目

辞　退

川越市立南古谷小学校ほか１校体育館空調設備等整備工事

川越市大字木野目１４５１番地ほか１箇所

令和７年７月１５日

令和７年７月２２日から令和８年３月９日まで
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案　内　図
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凡 例
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案　内　図 高階西小学校

工事場所

川越市大字藤間１１０２番地

高階西中学校
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凡 例
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報告事項⑶  

 

 

 

和解について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育指導課）

（非公開）



 

報告事項（４）  

 

 

 

令和７年度全国学力・学習状況調査の結

果（速報値）について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育指導課）  



1 

令和７年度全国学力・学習状況調査について 

１ 全国平均正答率との差                    【単位：％】  

 
小学校６年生 中学校３年生 

川越 県 国 差 川越 県 国 差 

国語 65 68 66.8 -1.8 56 55 54.3 ＋1.7 

算数・数学 56 58 58.0 -2.0 50 50 48.3 +1.7 
理科 55 58 57.1 -2.1 3.0 2.9 2.9 +0.1 

※県の正答率はさいたま市を含んでいます。 

※全国学力・学習状況調査は市平均正答率の小数点以下は公表されず四捨五入されております。 

※中学校の英語・中学校理科に関する調査はおよそ３年に１回程度で実施されており、今年度は理科に関

する調査が実施（中学校は CBT で実施）されました。 

※中学校の理科に関する調査は、平均正答数が公表されております。 

 

２ 全国平均正答率との差の推移 

＜小学校６年生＞                            【単位：％】 

 H31 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 

国語 －4.8 －1.7 －0.6 －1.2 －0.7 －1.8 
算数 －3.6 －3.2 －2.2 －2.5 －1.4 －2.0 
理科   －0.3   －2.1 

＜中学校 3 年生＞                            【単位：％】 

 H31 年度 R3 年度 R4年度 R5 年度 R6年度 R7 年度 

国語 －0.2 －0.6 0 ＋0.2 ＋1.9 ＋1.7 
数学 －1.5 －2.2 －0.4 －1.0 ＋0.5 ＋1.7 
理科   －0.3   ＋0.1 
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2 

３ 教科別「正答数分布グラフ」（横軸：正答数、縦軸：割合） 

   

【小学校 国語】  【中学校 国語】 

   

【小学校 算数】  【中学校 数学】 

   

【小学校 理科】  【中学校 理科】 
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４ 教科別「内容・領域ごとの平均正答率」 

 
 

 
 

  
 

 

 

 

川越市 埼玉県 全国 全国差

14 65 68 66.8 -1.8

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2 74.8 77.5 76.9 -2.1

(2) 情報の扱い方に関する事項 1 62.1 64.8 63.1 -1.0

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1 79.6 81.5 81.2 -1.6

Ａ　話すこと・聞くこと 3 63.5 67.3 66.3 -2.8

Ｂ　書くこと 3 68.4 71.1 69.5 -1.1

Ｃ　読むこと 4 54.8 58.4 57.5 -2.7

知識・技能 4 72.8 75.3 74.5 -1.7

思考・判断・表現 10 61.4 64.9 63.8 -2.4

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 9 63.2 66.0 64.7 -1.5

短答式 3 75.9 78.9 78.5 -2.6

記述式 2 54.7 59.7 58.8 -4.1

評価の観点

学習
指導
要領
の

内容

　全体

問題数
平均正答率(％)

■　小学校　国　語

思考力、

判断力、
表現力等

知識及び
技能

問題形式

川越市 埼玉県 全国 全国差

16 56 58 58.0 -2.0

Ａ　数と計算 8 60.9 63.1 62.3 -1.4

Ｂ　図形 4 52.0 54.7 56.2 -4.2

Ｃ　測定 2 50.6 53.9 54.8 -4.2

Ｃ　変化と関係 3 54.5 57.9 57.5 -3.0

Ｄ　データの活用 5 60.9 63.4 62.6 -1.7

知識・技能 9 64.1 65.9 65.5 -1.4

思考・判断・表現 7 45.1 47.9 48.3 -3.2

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 6 65.2 67.6 67.2 -2.0

短答式 6 62.9 64.6 64.0 -1.1

記述式 4 31.0 33.8 34.9 -3.9

■　小学校　算　数 問題数
平均正答率(％)

問題形式

　全体

学習指導要領の領域

評価の観点

川越市 埼玉県 全国 全国差

17 55 58 57.1 -2.1

「エネルギー」を柱とする領域 4 45.4 46.6 46.7 -1.3

「粒子」を柱とする領域 6 49.7 52.7 51.4 -1.7

「生命」を柱とする領域 4 48.6 53.1 52.0 -3.4

「地球」を柱とする領域 6 63.9 67.7 66.7 -2.8

知識・技能 8 51.9 55.5 55.3 -3.4

思考・判断・表現 9 57.4 60.3 58.7 -1.3

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 11 52.3 55.1 54.7 -2.4

短答式 4 67.7 71.7 69.7 -2.0

記述式 2 43.1 46.9 45.2 -2.1

Ａ区分

Ｂ区分

■　小学校　理　科

　全体

問題数
平均正答率(％)

学習指
導要領
の区

分・領
域

評価の観点

問題形式
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＜教科の授業について【当てはまる・どちらかといえば、当てはまると回答した割合】＞  【単位：％】 

質問内容  H31 R3 R4 R5 R6 R7 

国語の授業の内容はよく分かりますか 
全 国 84.9 84.2 84.0 85.7 86.3 82.8 

川越市 81.8 83.3 85.7 87.5 88.7 84.4 

算数の授業の内容はよく分かりますか 
全 国 83.5 84.6 81.2 81.2 82.1 78.3 

川越市 81.9 82.9 81.8 80.2 83.6 79.7 

理科の授業の内容はよく分かりますか 
全 国      88.9 

川越市      89.0 

 

＜調査の解答時間について【時間が余った・ちょうどよかったと回答した割合】＞    【単位：％】 

質問内容  H31 R3 R4 R5 R6 R7 

国語の解答時間は十分でしたか 
全 国 75.7 70.8 66.0 64 68.5 73.9 

川越市 77.3 73.0 59.8 54 56.4 64.6 

算数の解答時間は十分でしたか 
全 国 85.5 82.2 83.4 84.5 84.2 80.4 

川越市 86.3 82.6 79.8 80.6 80.3 79.5 

理科の解答時間は十分でしたか 
全 国      94.1 

川越市      91.3 
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＜教科の授業について【当てはまる・どちらかといえば、当てはまると回答した割合】＞  【単位：％】 

質問内容  H31 R3 R4 R5 R6 R7 

国語の授業の内容はよく分かりますか 
全 国 77.6 80.1 81.2 80.0 82.7 77.0 

川越市 76.6 80.9 82.2 81.8 83.7 78.7 

数学の授業の内容はよく分かりますか 
全 国 73.9 74.6 76.2 73.3 75.7 70.3 

川越市 74.1 74.1 74.3 71.1 75.9 69.5 

理科の授業の内容はよく分かりますか 
全 国      71.4 

川越市      70.2 

 

＜調査の解答時間について【時間が余った・ちょうどよかったと回答した割合】＞    【単位：％】 

質問内容  H31 R3 R4 R5 R6 R7 

国語の解答時間は十分でしたか 
全 国      67.8 

川越市      64.4 

算数の解答時間は十分でしたか 
全 国      73.2 

川越市      72.4 

理科の解答時間は十分でしたか 
全 国       

川越市       

 

川越市 埼玉県 全国 全国差

14 56 55 54.3 1.7

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2 49.7 48.5 48.1 1.6

(2) 情報の扱い方に関する事項 0

(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

Ａ　話すこと・聞くこと 4 55.2 54.3 53.2 2.0

Ｂ　書くこと 5 54.0 53.7 52.8 1.2

Ｃ　読むこと 3 63.7 63.6 62.3 1.4

知識・技能 2 49.7 48.5 48.1 1.6

思考・判断・表現 12 56.8 56.4 55.3 1.5

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 8 65.5 64.8 63.9 1.6

短答式 2 74.5 74.0 73.6 0.9

記述式 4 27.1 26.6 25.3 1.8

中学校　国語 問題数

全体

評価の観点

問題形式

学習指導
要領の
内容

知識及び
技能

思考力、
判断力、
表現力等

平均正答率(％)

川越市 埼玉県 全国 全国差

15 50 50 48.3 1.7

Ａ　数と式 5 45.5 45.0 43.5 2.0

Ｂ　図形 4 48.1 48.7 46.5 1.6

Ｃ　関数 3 48.7 48.8 48.2 0.5

Ｄ　データの活用 3 59.3 60.2 58.6 0.7

知識・技能 9 55.9 55.7 54.4 1.5

思考・判断・表現 6 40.1 41.0 39.1 1.0

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 3 57.1 56.0 54.0 3.1

短答式 7 52.8 53.2 52.0 0.8

記述式 5 40.5 41.3 39.6 0.9

中学校　数学 問題数
平均正答率(％)

評価の観点

問題形式

全体

学習指導要領の
領域
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５ 児童・生徒質問紙から（抜粋）                【単位：％】 

＜自己有用感等に関する質問【肯定的な回答をした割合】＞             

質問内容  小学校 中学校 

自分には、よいところがあると思いますか 
全 国 86.9 86.2 

川越市 87.2 86.3 

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 
全 国 92.2 92.2 

川越市 95.3 95.3 

学校に行くのは楽しいと思いますか 
全 国 86.5 86.1 

川越市 89.1 87.7 

将来の夢や目標を持っていますか 全 国 83.1 67.5 

川越市 85.2 67.5 

人の役に立つ人間になりたいと思いますか 全 国 96.4 96.6 

川越市 97.5 97.4 

 

＜家庭学習に関する質問【肯定的な回答をした割合】＞ 

質問内容  小学校 中学校 

学校の授業時間以外に、普段（月曜から金曜）、1 日当たりどのくらい

の時間、勉強しますか 【1 時間以上勉強している】 

全 国 54.0 61.6 

川越市 55.4 66.3 

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、1 日当たりどのくらいの時

間、勉強しますか 【２時間以上勉強している】 

全 国 21.5 32.5 

川越市 18.3 37.3 

 

＜ICT 活用に関する質問【肯定的な回答をした割合】＞ 

質問内容  小学校 中学校 

これまでに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、どの程度

使用しましたか 【週３回以上使用している】 

全 国 71.7 76.5 

川越市 73.1 76.9 

学習の中で、PC・タブレットなどの ICT 機器を活用することで、自分の

ペースで理解しながら学習を進めることができる 

全 国 81.3  

川越市 85.8  

学習の中で、PC・タブレットなどの ICT 機器を活用することで、自分の

考えや意見を分かりやすく伝えることができる 

全 国 77.6  

川越市 84.0  

学習の中で、PC・タブレットなどの ICT 機器を活用することで、友達と

協力しながら学習を進めることができる 

全 国 87.5  

川越市 90.5  

あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器で文章を作成する

（文字、コメントを書くなど）ことができると思いますか 

全 国  83.6 

川越市  93.7 

あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って情報を整理

する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことがで

きると思いますか 

全 国  63.3 

川越市  79.1 

あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレ

ゼンテーション（発表のスライド）を作成することができると思いま

すか 

全 国  76.6 

川越市  91.9 
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＜読書に関する質問【肯定的な回答をした割合】＞ 

質問内容  小学校 中学校 

あなたの家には、およそどのくらい本がありますか【100 冊以上】 
全 国 30.9 27.2 

川越市 37.3 39.7 

 

＜地域に関する質問【肯定的な回答をした割合】＞ 

質問内容  小学校 中学校 

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 
全 国 81.3 75.3 

川越市 86.9 76.7 

 

６ 学校質問紙から（抜粋）                  【単位：％】 

＜教職員の資質能力の向上に関する質問【行ったと回答した割合】＞         

質問内容  小学校 中学校 

授業研究や事例研究等、実践的な研修を行っていますか 
全 国 98.6 95.3 

川越市 100 95.4 

個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科等の教育に

関する研究会等に定期的・継続的に参加していますか 

全 国 89.6 87.5 

川越市 87.5 81.8 

 

＜授業改善に関する質問【行ったと回答した割合】＞ 

質問内容  小学校 中学校 

学習指導において、一人一人に応じて、学習課題や活動を工夫しまし

たか 

全 国 91.0 87.8 

川越市 87.6 90.9 

それぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、異

なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように学習課題や活動を

工夫しましたか 

全 国 95.3 95.0 

川越市 93.7 95.5 

授業において、児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し、その解

決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れまし

たか 

全 国 89.9 86.1 

川越市 96.9 86.4 

習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫

をしましたか 

全 国 88.6 86.8 

川越市 87.5 100 

 

＜ICT 活用に関する質問【週 3 回以上と回答した割合】＞ 

質問内容  小学校 中学校 

教員が大型提示装置等（プロジェクター、電子黒板等）のＩＣＴ

機器を活用した授業を１クラス当たりどの程度行いましたか 

全 国 94.2 92.5 

川越市 100 100 

一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、授

業でどの程度活用しましたか【週３日以上活用】 

全 国 96.6 94.5 

川越市 96.9 90.9 
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＜校種間連携、コミュニティ・スクールに関する質問【行ったと回答した割合】＞ 

質問内容  小学校 中学校 

近隣等の小学校（中学校）と、教科の教育課程の接続や、教科に関す

る共通の目標設定等、教育課程に関する共通の取組を行いましたか 

全 国 65.3 71.7 

川越市 81.3 90.9 

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によって、学校と

地域や保護者の相互理解は深まりましたか 

全 国 93.3 89.0 

川越市 96.9 86.3 

 

＜家庭学習に関する質問【行ったと回答した割合】＞ 

質問内容  小学校 中学校 

家庭学習の取組として、学校では、家庭での学習方法等を具体例を挙

げながら教えましたか 

全 国 96.6 92.8 

川越市 100 90.9 

児童生徒が行った家庭学習の課題について、その後の教員の指導改

善や生徒の学習改善に生かしましたか 

全 国 90.4 84.0 

川越市 90.6 81.8 

 

 



 

 

  

 

 

川 越 市 小 中 一 貫 教 育     － 小中９ 年間の学びの連続性を重視し た教育 － 

－ こ れから の校種間連携教育の役割と 期待 － 

協議事項⑴ 小中一貫教育の推進について 
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協議事項(２) 学力向上とデジタル教科書 

 

① 紙とデジタルをどう考えているのか（長所・欠点） 

※「紙の教科書」と「学習者用デジタル教科書」の比較として捉えた場合、一方の長所 

は、他方において欠点となる。 

「紙の教科書」利点 

・書き込みやすい 

・自分の学んだことを残しやすい 

「学習者用デジタル教科書」利点 

 ・見たいページをすぐに開きやすい 

  ・文字（図や写真を含む）が見やすい 

  ・いろいろな情報を集めやすい 

  また、デジタル教科書を教材等と効果的に組み合わせつつ活用することで、今まではで

きなかった、しにくかった主体的・対話的で深い学び、個別最適な学びや協働的な学び、授

業改善や資質・能力の育成につながったとの報告がある。 

(例)英語の発音を自分のペースで何度も確認し、算数の図形やグラフを動かし試行錯誤して

考え、教科書に繰り返し書き込み、瞬時に共有して学び合う 

 他方で、課題感として、アカウント設定やフリーズ対応等の環境面、効果的な活用方法に

関する情報不足等の活用面で課題ありことが報告されている。 

 

  （参考資料）令和６年度「学習者用デジタル教科書の効果・影響等の把握・分析等に 

関する実証研究事業」大規模アンケート調査（文部科学省委託事業） 

 
（出典）デジタル教科書推進 WG 中間まとめ（概要）令和７年２月 14 日 
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② デジタル教材の効果をどう考えているのか。 

主な「学習者用デジタル教科書」が保有している機能は以下の通りである。 

   ・拡大         ・書き込み           ・保存 

   ・音声読み上げ     ・背景や文字色の変更や反転   ・ルビ 

   ・付箋機能       ・朗読             ・印刷機能 

   ・シミュレーション機能 ・関連教材や資料集等とのリンク ・練習問題 

  これらの機能の一部は、紙の教科書では実現できない機能も含まれていることから、児

童生徒の「個別最適な学び」や「協働的な学び」の実現につながったことが考えられる。 

  なお、副次的な効果ではあるが、ランドセルの軽量化が図れたことも効果として挙げら

れている。 

（出典）デジタル教科書をめぐる状況について（令和７年４月 28日） 

デジタル教科書推進ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ(第 7回)参考資料 7 

 

（出典）デジタル教科書推進ワーキンググループ 中間まとめ（令和７年２月 14日） 
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③ 導入を急いでいないか（教員が納得できてるか） 

 学習者用デジタル教科書の導入については、平成３１年 4月の学校教育法等の一部改正か

ら行われている国の動きに則り、導入をしている。 

具体的には、令和７年度時点で小学校５年生以上の全児童生徒に対して英語、小学校５年

生以上の半数の児童生徒に対して算数・数学の学習者用デジタル教科書が国費により整備さ

れている。 

なお、英語のデジタル教科書については、音声を聞くことができるなどデジタル教科書特

有の機能に対して教員は概ね好意的な反応であると認識している。 

また、今後のデジタル教科書導入については、制度改正により新たな教科書が配布される

までの当面の間、現行の紙とデジタルの併用を継続することがワーキンググループ中間まと

めで示されている。なお、中間まとめでは、この間に、ICT 全般の活用スキルを向上させる

中で、授業改善における教科書の活用の在り方を検証し、教育委員会や学校によるその後の

活用の可否の判断につなげることを求めている。 

 

（出典）デジタル教科書をめぐる状況について（令和７年４月 28日） 

デジタル教科書推進ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ(第 7回)参考資料 7 

 

（出典）デジタル教科書推進 WG 中間まとめ（概要）令和７年２月 14 日 
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④ 子どもの学力が大幅に低下しているというが川越市はどうなのか。 

 

 全国学力・学習状況調査の結果について記載。 

 ただし、子どもの学力とデジタル教科書の相関関係については、言及できない。 

 

 

 【参考資料】 

（出典）令和６年度「全国学力・学習状況調査の結果（概要）」 

文部科学省・国立教育政策研究所 
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⑤紙重視でいくか、デジタル重視でいくか 

 ⑴ 国内外の研究動向 

【諸外国の状況】 

 教科書のあり方が国によって異なるため、デジタル教科書についても位置づけが様々

である。韓国、エストニア、スウェーデンのようにデジタル教科書の推進と同時期に PISA

調査において順位の上昇がみられる国もある。ただし、スウェーデンは、最新の結果と

政権交代を受け、脱デジタル化の動きがみられる。 

なお、フィンランドについては、教科書の定義や使用義務はなく、元々、デジタル教

科書に特化した政策が国全体で特に取り組まれていないと文部科学省は捉えている。 

 

  

（出典）デジタル教科書推進ワーキンググループ 中間まとめ（令和７年２月 14日） 
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（出典）OECD 生徒の学習到達度調査 PISA2022 のポイント(令和 5 年 12月5日) 

文部科学省・国立教育政策研究所 
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【国内の調査結果】 

文部科学省における調査では、紙の教科書がデジタル教科書よりも学力変化について優

位な点は確認できない。 

（出典）デジタル教科書をめぐる状況について（令和７年４月 28日 ） 

デジタル教科書推進ワーキンググループ(第 7回) 
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⑤紙重視でいくか、デジタル重視でいくか 

⑵ 市教委の考え 

教科書の在り方について、国の動向を調査していく。 

 

⑤紙重視でいくか、デジタル重視でいくか 

 ⑶ 併用と考えていくのであればデジタルをどのように使うと効果があると考えるか 

 デジタル教科書の効果については、「② デジタル教材の効果をどう考えているのか」参照。 

 また、授業における ICT 活用については、発表や表現に活用することが全国学力・学習状

況調査の正答率への影響があることがわかっていることから、発表や表現については積極的

に活用を促したい。 

 

（出典）デジタル教科書推進ワーキンググループ 中間まとめ（令和７年２月 14日）

 
（出典）令和６年度「全国学力・学習状況調査の結果（概要）」 

文部科学省・国立教育政策研究所 

 


